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2.17.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
赤平 俊之 
 
移民交叉を用いた多プロセス並列 PfGAについての検討 
遺伝的アルゴリズム（以下 GA）は多点探索と反復計算により計算コストが高い．この問題を
解決するために計算を複数のプロセッサに分割し負荷を軽減する並列分散 GAが考案されてい
る．また，計算機器の低価格化により PC が安価に購入可能となっている．そこで本研究では，
安価な PC を効率的に利用するために PC クラスタを用いた並列化と，計算コストが低い PfGA 
を利用した並列分散 PfGA を導入し，並列分散 PfGA における効率的な移民手法として，移民個
体を他プロセスに定住させず他プロセス内個体との交叉だけに使用する移民交叉の提案と検討
を行う． 
大口 崇 野球動画におけるカット点と SIFT特徴を用いた投球シーン検出 
一般に，野球動画などの長時間に及ぶ映像中から所望のシーンを検索するには，多大な時間
と労力を必要する．このため，短時間で目的のシーンを検出するため研究がこれまでに行われ
てきた．野球動画におけるシーン検 野球動画におけるシーン検出では，前処理として 1投球単
位でのシーン分割が必要であるが，これまの研究はシーン分割のもととなるカット点を正確に
求める手法は存在しなかった．そこで本研究は，一定フレーム毎にカット点候補を抽出するこ
とで絞り込んだ候補を SIFT 特徴と SVMを用いて識別することで，投球シーンを検出手法を提案
する． 
大原 宏太 
 
情景画像からの文字抽出における良好な特徴量取得の為の前処理の検討 
OCR技術による文書画像からの文字認識は現在では実用段階にある．しかし，情景画像から
の文字認識は OCR技術を用いても困難である．これは，情景画像が複雑な背景パターンを有し
ており，文字位置の特定が難しい為である．もし情景画像における文字認識精度が向上すれば
様々な分野での活用が期待できる．本研究では，先行研究である岩渕氏の研究を基に，文字領
域の作成やクラスタリング処理における問題点を改善することで文字抽出の精度向上を図る．  
小笠原 彩夏 
 
対話型進化計算を利用したアバター作成支援システム 
近年，ホームページやブログ等での掲載で，自分の身として，キャラクターとなるアバター
を利用する機会が増えている．しかし，既存のアバターシステムは，服装や小物選択は可能で
あるが，顔のパーツ選択が出来ないものや，パーツ選択は可能だが，パーツの種類ありすぎて
選びにくい，時間と手間がかかるものなどが一般的である．そこで本研究では，先行研究であ
る梁氏の研究をもとに，アバターにしたい写真からパーツを検出し，検出されたパーツをもと
に対話型進化計算を用いて，アレンジしたバター作成を目標とする． 
小笠原 恒喜 
 
山野草検索システムのための特徴量と検索方式の検討 
毎年，発生件数は少ないものの山菜と毒草の誤食による食中毒が発生している．山菜は成長
具合によって毒草と形状・色が似るため判別が困難である．また，山菜同士でも類似するもの
があり，名称等を知らない素人には判別が困難である．そのため，発見した山野草を容易に判
別することができる方法が必要となる．本研究では山野草検索システムの開発を目的とし，携
帯電話等を用いて Web 経由でシステムに接続し，画像情報を入力することで，候補となる山野
草を利用者に表示する方式を提案する． 
小野寺 絢 対話型進化計算を用いたロゴタイプデザイン支援システム 
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 近年，インターネットの普及に伴い，個人で Webサイトやブログを開設することも増え，外
部への自己表現や個性の主張としてデザインを必要とする場面が多くなっている．しかし，実
際に必要とされるデザインを行うことは誰でもできるわけではない．理想に近いデザインを形
にするためには，経験的な美的センスや理論，才能，またそれらを実現することができる技術
が必要となるためである．本研究ではロゴタイプデザインを対象に，ユーザとシステムの対話
に基づくデザイン支援を提案し，対話型進化計算を用いたシステムを構築する． 
菊地 真央 
 
対話型進化計算を用いたポスター作成支援システム 
現在ポスターは商品広告・研究発表等に至るまで，様々な分野で使用され必要不可欠なもの
となっている．そしてそのような中で，見やすく人目を引くポスターを作成するには知識や経
験が必要となってくる．本研究では対話型進化計算を使用することで，ポスター作成における
ユーザの負担を軽減し，イメージを形にする支援を行うシステムについて提案しその有効性に
ついて検討する． 
斉藤 裕之 
 
複数のサブワード音響モデルと複数の検索結果を用いた音声中の検索語検出の精度向上 
近年記録媒体の大容量化に伴い大量の音声データから目的区間を検索する機能が求められて
いる.このため，音声中の検索語検出に関する研究が盛んに行われるようになった．STDでは未
知語の検索語へ対応するためサブワード認識結果を用いる方法が代表的である．しかし，既知
語と比べ未知語では認識精度が大きく劣るため，本研究では未知語の検索語に対する STDの精
度向上目指す．先行研究では，複数の言語モデルを用いて複数のサブワード検索結果を生成し，
それらを統合することで検索性能が上昇することが確認された．本研究では音響モデルを JNAS 
に限らず JNAS，CSJ各々から作成した複数の音響モデルを併用し複数の検索結果を統合するこ
とで検索性能の向上を図る． 
谷藤 史崇 
 
音声中の検索語検出における適切なモデル間距離の検討 
近年 ,大容量 HDレコーダ等の普及によって,大量のビデオータ中から見たい場面を検索する
機能が求められている.ビデオデータ中の音声情報は，検索に必要な情報が含まれている可能性
高い.このような音声ドキュメントの検索では,音声中の検索語出が必要かつ有望なアプローチ
方法である.STDでは，音声認識システムを使って単語単位での検索を行うのが一般的であるが,
未知語は 検索できない問題がある.未知語の検索語でも検索きるようにするため，サブワード
認識結果を利用した STD 方式が用いられている．既知語の検索を単位で検索する場合よりも精
度の低下が大きい．本研究で はサブワード単位本研究で STDを行う際に用いる サブワード間
音響距離の算出 法を改善することで,サブワード認識に基づく STD方式 の精度向上を図る．  
本舘 修史 
 
音声クエリにおける誤認識・未知語に対する クエリ合成方式の提案 
近年，音声データ中における特定のキーワードが発話されている区間を検索する技術の研究
が盛んに行われるようになった．STDには音声ドキュメントの連続単語認識結果から得られる
単語列と検索語(クエリ)を比較する単語列照合方式，サブワード認識結果からサブワード系列
で比較するサブワード系列照合方式，それらをネットワーク化した方式，連続単語認識結果の
読み系列読で比較を行う読み系列照合方式等がある．我々は，読み系列手法を用いた STD方式
の研究を進めており， 
本研究では，「音声クエリに対して連続単語認識の導入」，「連続単語認識結果とサブワー
ド認識結果を利用したクエリの合成方式」の 2つの方式を提案する 
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(b) 博士(前期)論文概要 
今 康徳 
 
並列分散遺伝的アルゴリズムにおける階層コーン型トポロジに関する研究 
並列分散遺伝的アルゴリズムにおいて部分集団間の接続構造を示すトポロジは探索性能に影
響する．適切なトポロジを使用し，大域探索と局所探索を両立させるようなパラメータ設定を
行うことで探索性能が向上することがわかっている．本研究では，異なるパラメータ設定と接
続構造を持つ部分集団群（群島）を複数用意する群島構造を導入することで大域探索と局所探
索を両立しつつ大域探索能力を高めた新たなトポロジである階層コーン型トポロジを提案す
る．提案トポロジの探索性能や多様性について検証した結果，巡回セールスパーソン問題など
において適合度，多様性の双方において他のトポロジと比べ優れていることが確認でき，その
有効性を示すことができた． 
 
(c) 博士(後期)論文概要 
該当無し 
 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
該当無し 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 増尾拓朗, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: SIFT 特徴の軸方向左右反転による擬似特徴を利用した教師データ
補強の検討, 平成 22年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 1D-09, p.112, 2010-8 
2) 大原宏太, 岩渕信也, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: 看板画像からの文字領域判別に関する特徴量の検討, 
平成 22年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 1D-11, p.114, 2010-8 
3) 吉田農里, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: 撮影画像データを対象とした画質評価方法の検討, 平成 22 年度電
気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 2D-05, p.121, 2010-8 
4) 杉井ひかり, 石亀昌明, 伊藤慶明, 小嶋和徳: カオスニューラルネットワークを応用した自動リズム生成シス
テム, 第 9回情報科学技術フォーラム FIT2010 講演論文集（第 2分冊）, E-018, pp.243--244, 2010-9 
5) 今康徳, 小嶋和徳, 石亀昌明, 伊藤慶明: PDGA における階層コーン型トポロジの探索空間拡大に伴う探索性能
の影響に関する考察, 第 9 回情報科学技術フォーラム FIT2010 講演論文集（第 2 分冊）, F-047, pp.497--498, 
2010-9 
6) 小友知己, 伊藤慶明, 小嶋和徳, 石亀昌明: 動画検索のための MPEG-2 データ中の特徴量抽出方法の検討, 第 9
回情報科学技術フォーラム FIT2010 講演論文集（第 3 分冊）, I-071, pp.443--44, 2010-9 
7) 小友知己, 伊藤慶明, 小嶋和徳, 石亀昌明: MPEG-1/2 中の直流成分を利用した動画検索方式の評価, 第 73回情
報処理学会全国大会講演論文集, 1P-4, pp.1-751--752 , 2011-3 
8) 斉藤裕之, 伊藤慶明, 小嶋和徳, 石亀昌明, 田中和世, 李時旭: 複数サブワード認識結果統合による音声中の
検索語検出の精度向上 －複数の音響モデル・言語モデルの利用－, 第 73回情報処理学会全国大会講演論文集, 
4P-1, pp.2-77--78 , 2011-3 
9) 本館修史, 伊藤慶明, 小嶋和徳, 石亀昌明, 田中和世, 李時旭: 音声クエリによる未知語問題の改善と検索精
度の向上, 第 73回情報処理学会全国大会講演論文集, 4P-2, pp.2-79--80 , 2011-3 
10) 今康徳, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: PDGA における階層コーン型トポロジの探索性能及び構造に関する検
証, 第 73回情報処理学会全国大会講演論文集, 2Q-5, pp.2-153--154 , 2011-3 
11) 赤平俊之, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: 多プロセス並列 PfGA における移民戦略の改良についての検討, 第
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73回情報処理学会全国大会講演論文集, 2Q-6, pp.2-155--156 , 2011-3 
12) 大原宏太, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: 看板画像からの文字抽出における処理領域の限定と特徴量の補強
に関する研究, 第 73回情報処理学会全国大会講演論文集, 6R-4, pp.2-319--320 , 2011-3 
13) 吉田農里, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: 撮影画像データを対象とした画質評価方法の検討, 第 73 回情報処
理学会全国大会講演論文集, 3T-8, pp.2-467--468 , 2011-3 
14) 増尾拓朗, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: SIFT 特徴の軸方向左右反転による擬似特徴を利用した教師特徴の
増補, 第 73回情報処理学会全国大会講演論文集, 1U-8, pp.2-537--538 , 2011-3 
15) 中野拓也, 伊藤慶明, 小嶋和徳, 石亀昌明, 田中和世, 李時旭: 音声中の検索語検出における triphone モデル
集約方式の検討， 第 5回音声ドキュメント処理ワークショップ, 6 pages, 2011-3 
16) 谷藤史崇, 伊藤慶明, 小嶋和徳, 石亀昌明, 田中和世, 李時旭: 適切なモデル間距離による音声中の検索語検
出の精度向上, 日本音響学会春季研究発表会, 2-P-58, 2 pages, 2011-3 
17) 中野拓也, 伊藤慶明, 小嶋和徳, 石亀昌明, 田中和世，李時旭: 音声中の検索語検出における出現頻度情報を用
いた triphone モデル数の検討, 日本音響学会春季研究発表会, 2-P-62, 2 pages, 2011-3 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
記述例：岩手太郎,岩手次郎，岩手県立学会，第 123回岩手大会論文奨励賞，自動撮影シミュレーション手法
の提案と評価，2008年 8月 8日 
1) 今康徳，第 73 回情報処理学会全国大会，学生奨励賞，PDGAにおける階層コーン型トポロジの探索性能及び構造
に関する検証，2010年 3 月 10日 
2) 増尾拓朗，第 73回情報処理学会全国大会，学生奨励賞，SIFT特徴の軸方向左右反転による擬似特徴を利用した
教師特徴の増補，2010年 3 月 10日 
 
2.17.4. その他の活動 
該当無し 
  
